
大
分
県
議
会
議
長　

阿
部　

英
仁

　

大
分
県
で
は
、昭
和
41
年
に
「
剛

健
国
体
」
を
テ
ー
マ
に
第
21
回
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。
私
は
、
そ
の

時
、
剣
道
の
出
場
候
補
選
手
と
し

て
日
々
練
習
に
明
け
暮
れ
た
。
結

局
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
悔

し
い
思
い
を
し
た
こ
と
が
今
は
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

　

今
年
は
42
年
ぶ
り
に
本
県
で
２

回
目
と
な
る
第
63
回
国
民
体
育
大

会
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国

体
」
と
第
８
回
全
国
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お

い
た
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
「
こ
こ
か
ら
未
来
へ　

新
た
な
一

歩
」
を
合
い
言
葉
に
、「
簡
素
な
中

に
も
、
お
も
て
な
し
の
心
の
こ
も

っ
た
、
夢
と
感
動
に
あ
ふ
れ
る
大

会
」
を
目
指
し
た
今
国
体
で
は
、

県
民
が
一
致
団
結
し
、
県
議
会
も

全
面
的
に
応
援
し
、
念
願
の
天
皇

杯
・
皇
后
杯
を
獲
得
し
た
。
武
道

関
連
種
目
が
総
得
点
の
２
割
を
占

め
、
今
回
の
躍
進
に
は
武
道
競
技

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

お
お
い
た
大
会
で
も
獲
得
メ
ダ

ル
数
２
位
の
好
成
績
を
収
め
た
。

　

こ
の
大
会
の
開
催
が
、
今
後
の

大
分
県
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与

す
る
こ
と
を
強
く
願
う
と
と
も
に

関
係
者
に
深
く
感
謝
し
た
い
。

大
分
県
議
会
副
議
長

近
藤　

和
義

　

２
巡
目
国
体
は
、
天
皇
杯
と
併

せ
前
回
は
獲
れ
な
か
っ
た
皇
后
杯

も
手
中
に
し
て
、
総
合
優
勝
が
で

き
た
。
行
革
が
進
む
中
で
、
ま
た

新
た
な
国
体
改
革
も
求
め
ら
れ

て
、
初
め
て
実
行
さ
れ
た
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
大
分
国
体
は
「
簡
素
・
お

も
て
な
し
の
心
と
手
づ
く
り
選
手

に
よ
る
国
体
制
覇
」
な
ど
４
つ
の

目
標
を
掲
げ
て
、
指
導
者
や
選
手

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
県
民
総
参

加
で
目
標
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
県
民
あ
げ
て
の
喜

び
で
あ
る
。

　

特
に
高
校
生
を
中
心
に
、
多
く

の
競
技
で
県
内
か
ら
有
望
な
選
手

を
育
て
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
本
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
み

な
ら
ず
、
県
政
の
躍
進
に
も
大
き

く
通
じ
る
も
の
と
思
う
。

　

わ
が
由
布
市
に
お
い
て
も
５
競

技
が
開
催
さ
れ
、
成
年
男
子
銃
剣

道
の
優
勝
を
は
じ
め
、
ラ
グ
ビ
ー

少
年
男
子
の
粘
り
の
準
優
勝
な

ど
、
市
民
の
大
応
援
で
大
会
が
盛

り
上
が
っ
た
。

　

競
技
会
場
で
は
、
地
元
住
民
が

だ
ん
ご
汁
な
ど
の
郷
土
料
理
を
振

る
舞
う
な
ど
、
遠
来
の
選
手
に
も

温
か
い
声
援
を
送
り
、
民
泊
と
共
に

大
き
な
交
流
の
輪
が
広
が
っ
た
。
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古
手
川 
茂
樹 

議
員
（
津
久
見
市
）

　

県
民
総
参
加　

め
じ
ろ
ん
国
体
お

め
で
と
う
！
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

今
後
の
大
分
の
発
展
に
期
待
し
ま
す
。

牧
野 

浩
朗 

議
員
（
別
府
市
）

　

両
大
会
の
成
果
を
県
民
ス
ポ
ー
ツ

向
上
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
育
成
、

め
じ
ろ
ん
活
用
な
ど
に
生
か
そ
う
。

嶋 

幸
一 

議
員
（
別
府
市
）

　

障
が
い
者
バ
レ
ー
を
観
戦
し
、
そ
の

ひ
た
む
き
な
姿
に
感
動
し
た
。
支
え
た

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
感
謝
。

毛
利 

正
徳 

議
員
（
中
津
市
）

　

感
動
を
あ
り
が
と
う
。
県
民
総
参

加
、
汗
と
涙
の
結
集
が
大
成
功
。
も

っ
と
元
気
あ
ふ
れ
る
大
分
県
を
目
指

そ
う
。

濱
田 

洋 

議
員
（
玖
珠
郡
）

　

す
ば
ら
し
い
開
・
閉
会
式
。
天
皇

杯
皇
后
杯
獲
得
お
め
で
と
う
。
成
果

を
県
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
に
生
か
そ
う
。

三
浦 

公 
議
員
（
国
東
市
・
東
国
東
郡
）

　

祝
・
天
皇
杯
獲
得
。
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
大
分
国
体
、
携
わ
っ
て
頂

い
た
皆
様
方
に
心
か
ら
感
謝
。

元

 

俊
博 

議
員
（
宇
佐
市
）

　

天
皇
杯
獲
得
の
国
体
、
障
害
者
大
会

共
に
、
大
分
方
式
導
入
、
全
国
に
範
を

示
す
、
素
晴
ら
し
い
大
会
だ
っ
た
。

末
宗  

秀
雄 

議
員
（
宇
佐
市
）

　

相
撲
競
技
の
民
泊
受
け
入
れ
、
地

区
が
一
体
と
な
り
、
歓
迎
、
応
援
し
、

心
に
残
る
思
い
出
の
国
体
と
な
っ
た
。

佐
々
木 

哲
也 

議
員
（
豊
後
大
野
市
）

　

国
体
改
革
に
取
り
組
み
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
支
え
、
県
民
が
一
つ
に
な

り
夢
と
感
動
を
与
え
た
国
体
だ
っ
た
。

御
手
洗 

吉
生 

議
員
（
佐
伯
市
）

　

地
元
長
陽
会
は
成
人
女
子
９
人
制

バ
レ
ー
で
優
勝
！
天
皇
杯
皇
后
杯
獲

得
に
貢
献
。
県
民
の
応
援
に
感
謝
！

桜
木 

博 

議
員
（
日
田
市
）

　

金
を
か
け
な
い
国
体
で
、
天
皇
・

皇
后
杯
が
取
れ
、
県
民
挙
げ
て
の
開

催
が
大
成
功
に
終
わ
り
万
々
歳
！

麻
生 

栄
作 

議
員
（
大
分
市
）

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
役
員
と
し
て
ジ
ュ

ニ
ア
か
ら
育
成
し
た
少
年
男
女
・
県

出
身
選
手
の
大
活
躍
に
感
動
！

首
藤 

勝
次 

議
員
（
竹
田
市
）

　

歌
は
時
代
を
記
憶
す
る
。
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
「
め
じ
ろ
ん
ダ
ン
ス
」は
感
動

の
場
面
を
今
も
鮮
明
に
呼
び
起
こ
す
。

田
中 

利
明 

議
員
（
佐
伯
市
）

　

国
体
簡
素
化
の
歴
史
的
転
換
点
の

中
で
見
事
な
成
果
達
成
し
た
関
係
者

に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

大
友 

一
夫 

議
員
（
中
津
市
）

　

国
体
改
革
の
中
、
盛
り
上
が
り
に

満
ち
た
大
会
が
出
来
た
事
に
感
動
！

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝
！

井
上 

伸
史 

議
員
（
日
田
市
）

　

チ
ー
ム
大
分
一
致
団
結
、
県
民
の

熱
い
声
援
で
天
皇
・
皇
后
杯
獲
得
。

大
分
の
底
力
を
発
揮
、
ホ
ッ
と
し
た
。

渕 

健
児 

議
員
（
大
分
市
）

　

成
功
を
共
に
喜
び
、
こ
の
自
信
を

今
後
に
生
か
そ
う
。
３
０
０
億
円
の

投
資
が
５
３
０
億
円
の
効
果
を
生
む

た
め
今
後
が
大
切
！

佐
藤 

健
太
郎 

議
員
（
速
見
郡
）

　

選
手
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
役
員
・

県
民
も
優
勝
が
最
高
の
喜
び
で
あ
り
、

こ
の
意
気
込
み
を
今
後
の
県
政
に
。

志
村 

学 

議
員
（
臼
杵
市
）

　

手
づ
く
り
県
選
手
団
が
力
を
発
揮
、

天
皇
杯
獲
得
、
大
成
功
。
一
過
性
で

な
く
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
発
展
の
大
分

県
に
。
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私
た
ち
も
応
援
し
ま
し
た

私
た
ち
も
応
援
し
ま
し
た天皇・皇后両陛下をお迎えして

選手宣誓

成年男子  柔道

空手競技の応援幕
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荒
金 

信
生 

議
員
（
別
府
市
）

　

実
際
に
会
場
で
応
援
し
て
み
て
、

特
に
地
元
大
分
の
選
手
の
情
熱
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

佐
々
木 
敏
夫 

議
員
（
豊
後
高
田
市
）

　

バ
レ
ー
成
年
女
子
が
地
元
で
あ
り
、

豊
後
高
田
市
出
身
の
藤
本
・
財
前
両

選
手
が
出
場
、
優
勝
。
感
動
し
た
。

玉
田 

輝
義 

議
員
（
豊
後
大
野
市
）

　

地
元
か
ら
国
体
、
障
ス
ポ
に
２
人

選
手
が
出
場
、
大
健
闘
。
秋
田
県
少

年
女
子
剣
道
の
民
泊
も
思
い
出
深
い
。

深
津 

栄
一 

議
員
（
佐
伯
市
）

　

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
関
係
者

の
方
々
、
お
も
て
な
し
の
対
応
や
準

備
な
ど
お
疲
れ
様
で
し
た
。

酒
井 

喜
親 

議
員
（
日
田
市
）

　

感
動
と
勇
気
を
あ
り
が
と
う
。
め

じ
ろ
ん
ダ
ン
ス
の
合
唱
に
よ
り
大
分

県
選
手
団
の
入
場
は
最
高
で
し
た
。

首
藤 

憲 

議
員
（
大
分
市
）

　

元
気
と
明
る
さ
を
く
れ
た
め
じ
ろ
ん

ダ
ン
ス
に
心
か
ら
拍
手
を
送
り
ま
す
。

平
岩 

純
子 
議
員
（
大
分
市
）

　

関
わ
ら
れ
た
す
べ
て
の
人
た
ち
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
感
動
と

躍
動
を
次
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

吉
冨 

幸
吉 

議
員
（
中
津
市
）

　

県
民
総
参
加
で
大
成
功
の
国
体
で

し
た
。
地
域
の
協
力
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
県
民
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

佐
藤 

博
章 

議
員
（
別
府
市
）

　

今
大
会
は
「
め
じ
ろ
ん
」
の
活
躍

で
成
功
し
た
。
め
じ
ろ
ん
に
変
わ
る

ヒ
ー
ロ
ー
の
誕
生
を
期
待
し
た
い
。

吉
田 

忠
智 

議
員
（
大
分
市
）

　

Ｗ
Ｌ
（
重
量
挙
げ
）
協
会
長
と
し

て
貢
献
で
き
た
が
、
県
体
協
役
員
と

し
て
は
怪
我
で
行
進
で
き
ず
、
残
念
。

梶
原 

九
州
男 

議
員
（
大
分
市
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
が
成
功
の

も
と
、
心
か
ら
感
謝
す
る
。
こ
の
感

動
を
こ
れ
か
ら
の
県
政
に
生
か
し
た

い
。

賀
来 

和
紘 

議
員
（
宇
佐
市
）

　

夢
と
可
能
性
を
求
め
る
選
手
団
。

夢
を
支
え
た
民
泊
協
力
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
。
こ
れ
ぞ
国
体
だ
っ
た
の
だ
。

江
藤 

清
志 

議
員
（
由
布
市
）

　

ラ
イ
フ
ル
射
撃
協
会
大
分
県
会
長

と
し
て
参
加
。
６
年
ぶ
り
に
１１
得
点
を

あ
げ
る
事
が
で
き
た
。

久
原 

和
弘 

議
員
（
臼
杵
市
）

　

テ
ー
マ
は
達
成
し
た
。
大
事
な
こ

と
は
「
こ
こ
か
ら
未
来
へ
、
新
た
な

一
歩
」
を
ど
う
踏
み
出
す
か
だ
。

小
野 

弘
利 

議
員
（
国
東
市
・
東
国
東
郡
）

　
「
改
革
国
体
」
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
だ
県
民
の
熱
い
心
を
今
後
の
県
政

に
生
か
す
こ
と
が
県
議
会
の
責
任
。

内
田 

淳
一 

議
員
（
大
分
市
）

　

天
皇
杯
皇
后
杯
の
獲
得
お
め
で
と

う
。
関
係
者
の
ご
努
力
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。
更
な
る
県
勢
の
発
展
を
期

し
た
い
。

河
野 

成
司 

議
員
（
大
分
市
）

　

国
体
で
培
っ
た
お
も
て
な
し
の
心

を
一
層
広
げ
、
全
国
の
人
々
の
「
ふ

る
さ
と
」
大
分
へ
と
飛
翔
を
！

伊
藤 

敏
幸 

議
員
（
別
府
市
）

　

チ
ー
ム
大
分
最
高
の
大
会
。「
感
動
・

感
激
・
感
謝
」
の
連
続
。「
や
れ
ば
で

き
る
」
を
今
後
に
生
か
そ
う
。

竹
中 

万
寿
夫 

議
員
（
大
分
市
）

　

夢
と
感
動
、
大
分
県
民
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
勇
気
と
元
気
を
与
え
て
く

れ
た
。
皆
さ
ん
本
当
に
有
り
難
う
。

衞
藤 

明
和 

議
員
（
杵
築
市
）

　

と
に
か
く
感
動
し
た
！
大
活
躍
の

郷
土
選
手
と
大
会
を
支
え
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。

高
村 

清
志 

議
員
（
大
分
市
）

　

開
閉
会
式
等
多
く
の
感
動
と
と
も

に
、
支
え
る
側
に
徹
し
た
皆
さ
ん
の

笑
顔
と
ぬ
く
も
り
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

堤 

栄
三 

議
員
（
大
分
市
）

　

大
変
感
動
に
包
ま
れ
た
国
体
と
お

お
い
た
大
会
で
、
県
を
越
え
た
友
情

と
連
帯
は
い
つ
ま
で
も
心
に
残
る
。

宇佐市  相撲競技の民泊交流

成年女子9人制バレーボールで優勝した大分県チーム

閉会式
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第
３
回
定
例
県
議
会
は
、
８
月
27

日
に
開
会
し
、
９
月
10
日
ま
で
の
15

日
間
に
わ
た
り
開
催
し
た
。

　

開
会
後
、
牧
野
議
会
運
営
委
員
長

か
ら
「
県
民
不
信
を
招
く
こ
と
の
な
い

議
員
活
動
を
誓
う
宣
言
決
議
」
の
提
案

が
あ
り
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

　

広
瀬
知
事
か
ら
、
将
来
の
大
分
県

の
た
め
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
３
つ
の
課
題
①
原
油
高
騰
対

策
、
②
教
育
行
政
の
再
生
、
③
お
お

い
た
国
体
・
お
お
い
た
大
会
の
成
功

に
つ
い
て
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む

と
の
決
意
が
示
さ
れ
、
43
億
円
余
り

の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
等
の
提
案

理
由
説
明
が
あ
っ
た
。

　

９
月
２
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
12
名

の
議
員
が
登
壇
し
、
福
祉
、
医
療
、

農
林
水
産
、
教
育
等
の
問
題
に
つ
い

て
、
質
問
を
行
い
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
た
。
特
に
、
教
育
改
革
等
教
育

問
題
に
は
、
８
名
の
議
員
が
質
問
を

行
い
、
大
分
県
教
育
の
再
生
を
願
う

熱
い
議
論
を
交
わ
し
た
。

　

９
月
４
日
に
は
、
決
算
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
井
上
委
員
長
を
は

じ
め
、
13
名
の
委
員
が
決
算
に
係
る

審
査
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

各
常
任
委
員
会
は
、
９
月
５
日
に

開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
・
請
願

に
つ
い
て
具
体
的
な
審
査
を
行
っ
た
。

　

９
月
８
日
に
は
、
教
育
委
員
会
汚

職
事
件
の
集
中
審
議
の
た
め
、
文
教

警
察
委
員
会
を
開
催
し
た
。
委
員
７

名
の
外
、
委
員
外
議
員
27
名
も
参
加

し
、
今
後
大
分
県
教
育
の
正
常
化
に

向
け
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
む
よ
う
教
育
委
員
会
に
求
め
た
。

　

具
体
的
な
監
視
機
能
の
強
化
策
を

検
討
す
る
た
め
、「
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
強
化
検
討
委
員
会
」（
安
部
省
祐

座
長
ほ
か
委
員
７
名
）
が
最
終
日
に

設
置
さ
れ
た
。

　

同
じ
く
最
終
日
に
は
、
各
常
任
委

員
長
の
審
査
結
果
報
告
、
討
論
が
行

わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
知
事
提
出
議

案
34
件
の
う
ち
17
件
を
原
案
ど
お
り

可
決
し
、
決
算
に
係
る
議
案
17
件
は

継
続
審
査
と
な
っ
た
。
請
願
２
件
は

不
採
択
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
議
員

提
出
議
案
８
件
が
提
出
さ
れ
、
５
件

を
可
決
し
、
す
べ
て
の
審
議
を
終
了

し
た
。

　

質
問
項
目
は
、
一
人
２
項
目
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

自
由
民
主
党　

　
　

田
中　

利
明 

議
員

▼
農
林
水
産
業
の
振
興

▼
教
育
改
革

　
　
　
　
　
　

県
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

玉
田　

輝
義 

議
員

▼
地
域
医
療

▼
教
育
委
員
会
汚
職
事
件

　
　
　
　
　
　

自
由
民
主
党

　

濱
田　
　

洋 

議
員

▼
農
業
問
題

▼
観
光
の
振
興

　
　
　
　
　
　

自
由
民
主
党

　
　
　

末
宗　

秀
雄 

議
員

▼
教
員
採
用
試
験
等

▼
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の
成
果

　
　
　
　
　
　

県
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

忠
智 

議
員

▼
お
お
い
た
国
体
・
お
お
い
た
大
会

▼
原
油
・
原
材
料
価
格
高
騰
対
策

　
　
　
　
　
　

自
由
民
主
党

　
　
　
　
　
　
　

麻
生　

栄
作 

議
員

▼
医
師
の
人
材
確
保

▼
農
林
業
従
事
者
等
の
人
材
確
保

　
　
　
　
　
　

自
由
民
主
党

　
　
　
　
　
　
　

三
浦　
　

公 

議
員

▼
指
定
管
理
者
制
度

▼
職
員
の
不
祥
事
へ
の
対
応

　
　
　
　
　
　

県
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　

梶
原
九
州
男 

議
員

▼
財
政
の
健
全
化
と
地
方
自
治
の
あ
り
方

▼
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
社
会

　
　
　
　
　
　

自
由
民
主
党

　
　
　
　
　
　
　

嶋　
　

幸
一 

議
員

▼
国
体
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興

▼
観
光
振
興

　
　
　
　
　
　

自
由
民
主
党

　
　
　
　
　
　
　

桜
木　
　

博 

議
員

▼
阿
蘇
火
砕
流
に
よ
る
埋
没
林

▼
障
害
者
自
立
支
援
法
の
見
直
し

　
　
　
　
　
　

公
明
党

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

敏
幸 

議
員

▼
教
員
採
用
選
考
試
験

▼
学
校
施
設
の
耐
震
化

　
　
　
　
　
　

県
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

平
岩　

純
子 

議
員

▼
教
員
採
用
試
験
汚
職
事
件

▼
中
学
校
30
人
以
下
学
級

平
成
20
年
第
３
回
定
例
会

一

般

質

問
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問答問答

問答

原
油
等
価
格
高
騰
対
策
の
補

正
予
算
案
の
基
本
的
な
考
え

方
と
目
的
及
び
効
果
は

今
回
の
補
正
予
算
案
で
は
、
原

油
等
価
格
高
騰
に
よ
る
農
林

水
産
業
者
の
窮
状
に
対
し
、
緊
急
的

な
支
援
を
行
う
こ
と
と
農
林
水
産
業

の
構
造
改
革
に
繋
が
る
施
策
を
中
心

に
組
み
立
て
た
。
具
体
的
に
は
、
ハ

ウ
ス
栽
培
な
ど
の
重
油
代
替
燃
料
使

用
暖
房
機
や
油
・
薪
兼
用
の
し
い
た

け
乾
燥
機
、
漁
船
の
省
エ
ネ
機
器
等

の
導
入
に
対
す
る
助
成
や
無
利
子
融

資
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、
原
油
等

高
騰
対
策
と
し
て
20
億
４
千
５
百
万

円
の
予
算
案
を
計
上
し
た
。

　

脱
石
油
に
向
け
た
生
産
構
造
へ
の

転
換
が
促
進
さ
れ
、
生
産
者
の
持
続

的
な
経
営
を
後
押
し
す
る
と
考
え
る
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
社
会
へ
の
取
り
組
み
は

長
時
間
労
働
の
見
直
し
や
子

育
て
環
境
の
整
備
等
を
図
る

た
め
、
労
使
だ
け
で
な
く
、
社
会
全

体
で
取
り
組
む
事
が
重
要
。
事
業
主

に
対
し
て
、
時
間
外
労
働
の
削
減
や

年
次
有
給
休
暇
取
得
の
促
進
な
ど
、

働
き
方
の
見
直
し
を
図
る
よ
う
普
及

啓
発
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
お
お

い
た
子
育
て
応
援
団
と
い
う
企
業
認

証
制
度
の
推
進
や
、
両
立
支
援
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
等
、
働
き
方
の
意
識
改
革
を
促
し
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
整
備
を
図
っ

て
い
る
。教

育
委
員
会
制
度
改
革
の

今
後
の
取
り
組
み
は

教
育
委
員
が
主
体
的
に
責
任

を
持
っ
て
教
育
行
政
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
。
そ
の
た
め
に

大
事
な
こ
と
が
３
点
あ
る
。

①
事
務
局
職
員
、
市
町
村
教
委
、
学

校
現
場
と
の
教
育
課
題
に
係
る
共

通
理
解
と
情
報
の
共
有
に
取
り
組

む
。

②
県
教
委
と
市
町
村
教
委
が
連
携
し

な
が
ら
教
育
行
政
を
行
う
体
制
を

強
化
す
る
。

③
委
員
自
ら
学
校
や
社
会
教
育
施
設

に
出
向
き
、
教
職
員
や
保
護
者
と

の
意
見
交
換
を
行
い
、
教
育
現
場

の
実
情
を
把
握
す
る
。

　
　

こ
れ
ら
を
通
じ
て
地
域
の
思
い

を
施
策
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、

全
て
の
教
育
関
係
者
が
一
丸
と

な
っ
て
大
分
の
教
育
再
生
に
向
け

た
改
革
を
実
行
す
る
。

　

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案

（
議
員
提
出
）    

　

決　
　

議
（
１
件
）

▽
県
民
不
信
を
招
く
こ
と
の
な
い
議

員
活
動
を
誓
う
宣
言
決
議

　

意
見
書
（
５
件
）

▽
私
学
助
成
制
度
の
堅
持
及
び
充
実

強
化
に
関
す
る
意
見
書

▽
郵
政
三
事
業
の
利
便
性
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書

▽
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
社

会
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

▽
学
校
耐
震
化
に
関
す
る
意
見
書

▽
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な

る
普
及
促
進
を
求
め
る
意
見
書

　

可
決
さ
れ
た
議
案
（
委
員
会
提
出
）

　

条
例
関
係
（
１
件
）

▽
大
分
県
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

規
則
関
係
（
１
件
）

▽
大
分
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

議
決
事
件
（
１
件
）

▽
地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
第
12
項

の
協
議
又
は
調
整
を
行
う
た
め
の

場
に
つ
い
て

　

可
決
・
承
認
さ
れ
た
主
な
議
案
等

（
知
事
提
出
） 

　

予
算
関
係
（
５
件
）

▽
平
成
20
年
度
大
分
県
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）　
　
　
　

ほ
か

　

条
例
関
係
（
９
件
）

▽
大
分
県
立
学
校
の
設
置
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

ほ
か

　

そ
の
他
（
３
件
）

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

※
意
見
書
は
、
議
長
名
で
衆
参
両
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
及
び
担
当
大
臣
あ
て
送

付
し
ま
し
た
。

県
議
会
の
傍
聴

　

本
会
議
や
委
員
会
の
傍
聴
を
ご
希
望

の
方
は
、
日
程
を
確
認
の
上
、
当
日
、

県
議
会
受
付
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
会
議
場
で
の
傍
聴
に
つ
い

て
は
、
盲
導
犬
等
の
同
伴
が
で
き
ま
す
。

　

手
話
通
訳
又
は
要
約
筆
記
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
本
会
議
の
前
日
ま
で
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

：

議
会
事
務
局
議
事
課

　

０
９
７

－

５
０
６

－

５
０
２
１

子育て応援団

パパママ
とくとくショップ

18歳未満の子どものいる家庭に料金
の割引や特典などのサービスを提供
していただく企業・店舗

得 ！々

しごと子育て
サポート企業

自社の従業員の仕事と子育ての両立
を支援していただく企業や事業所

パパママおでかけ
サポートショップ

授乳室、おむつ替えコーナー、多目的
トイレ、ベビーカーの貸し出しなど子
育て家庭にやさしい設備やサービスを
提供していただく企業・店舗・施設等

楽 ！々

安心！

おおいた子育て応援団  http://oitakosodate.net
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今
後
の
動
き

こ
れ
ま
で
の
動
き

県
議
会
の
動
き

県
議
会
本
会
議
中
継

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
中
継
の
ほ
か
、

次
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
で
中
継
を
行
っ
て

い
ま
す
。

大
分
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
コ
ム

大
分
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

C
T
B
メ
デ
ィ
ア（
別
府
市
・
日
出
町
）

臼
杵
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

K
C
V
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
日
田
市
）

（
放
送
時
間
等
は
各
局
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

編

集

後

記

　

県
民
総
参
加
で
盛
り
上
げ
た
国
体
を
特

集
し
た
。
民
泊
等
、
温
か
い
も
て
な
し
は

人
々
の
心
に
刻
ま
れ
た
。
交
流
の
輪
が
広

が
る
事
に
期
待
。　
　
　
　
　
　
　
（
貴
）

広報誌「県議会おおいた」は、県庁内各ホール、大分県情報センター、地区情報コーナー (各振興局 )、県内各市役所・町村役場、大分銀行県内
各支店に配布しておりますので、ご利用ください。
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◆
特
別
委
員
会
開
催

・
決
算
特
別
委
員
会

　

10
月
16
日（
木
）企
業
会
計

　
　
　

17
日（
金
）一
般
会
計
・
特
別
会
計

　
　
　

21
日（
火
）〜
24
日（
金
）決
算
審
査

　

11
月
７
日（
金
）県
内
調
査

　
　
　

25
日（
火
）採
決
及
び
審
査
報
告

　
　
　
　
　
　

書
の
検
討
・
ま
と
め

◆
出
前
県
議
会
「
議
員
と
語
ろ
う
イ
ン

中
部
地
域
」
の
開
催

日　

時　

1
月
20
日（
火
）

　
　
　
　

13
時
〜
15
時
30
分

場　

所　

由
布
市　

ク
ア
ー
ジ
ュ
ゆ
ふ
い
ん

テ
ー
マ　

大
分
市
、
由
布
市
の
地
域
振
興

傍　

聴　

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　
　
　

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

議
会
事
務
局
政
策
調
査
課

　
　

０
９
７

－

５
０
６

－

５
０
３
４

◆
平
20
年 

第
４
回
定
例
会
の
日
程（
予
定
）

　

12
月
２
日（
火
）開
会

　
　
　

８
日（
月
）本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
　

９
日（
火
）本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
　

10
日（
水
）本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
　

11
日（
木
）常
任
委
員
会

　
　
　

16
日（
火
）閉
会

◆
特
別
委
員
会
の
動
き

　

８
月
28
日（
木
）

・
地
域･

産
業
活
性
化
特
別
委
員
会

・
農
林
水
産
業
の
振
興

　
　

農
業
の
担
い
手
対
策
、
農
村
地
域

　

の
資
源
等

　

９
月
９
日（
火
）

・
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

・
指
定
管
理
施
設
の
状
況
、
民
間
活
力

の
活
用
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
）
県
営

国
民
宿
舎
コ
ス
モ
ス
荘
等

・
安
全･

安
心
な
大
分
づ
く
り
特
別
委
員
会

・
福
祉
・
地
域
医
療

　
　

豊
後
大
野
市
の
地
域
医
療
を
守
る

　

た
め
の
公
立
病
院
の
統
合
等

・
お
お
い
た
ブ
ラ
ン
ド
推
進
特
別
委
員
会

・
青
少
年
の
人
材
育
成
、
地
域
資
源
の

活
用
等

基
本
計
画
議
決
条
例
の

　
　
　
　
　

素
案
ま
と
ま
る

　

政
策
・
活
性
化
協
議
会
（
近
藤
和
義

会
長
ほ
か
委
員
８
名
）
は
、
県
長
期
総

合
計
画
や
分
野
別
計
画
な
ど
の
策
定

等
を
議
決
対
象
に
す
る
「
県
行
政
に
係

る
基
本
的
な
計
画
の
議
決
等
に
関
す

る
条
例
」
の
素
案
を
ま
と
め
た
。
県
計

画
に
立
案
段
階
か
ら
関
わ
り
、
よ
り
実

効
性
を
高
め
る
の
が
目
的
だ
。

　

同
協
議
会
は
今
年
３
月
、
阿
部
議
長

か
ら
の
提
案
を
検
討
す
る
た
め
に
全

５
会
派
で
発
足
。こ
れ
ま
で
政
策
条
例
・

提
言
等
を
検
討
し
て
お
り
、
同
条
例
が

そ
の
第
１
号
に
な
る
。
12
月
定
例
会

で
の
提
出
を
予
定
し
て
い
る
。

第
２
回 

議
員
出
前
講
座

　
〜
豊
後
高
田
市
立
香
々
地
中
学
校

　

10
月
16
日
、
豊
後
高
田
市
立
香
々
地

中
学
校
（
安
松
正
則
校
長
）
で
今
年
度

第
２
回
目
と
な
る
出
前
講
座
を
行
っ
た
。

講
師
は
、
近
藤
和
義
副
議
長
と
堤
栄
三

議
員
の
２
人
。
全
学
年
77
名
を
対
象
に

県
議
会
の
仕
組
み
や
条
例
、
予
算
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
後
生
徒
か
ら

の
質
問
に
答
え
た
。

　

最
後
に
生
徒
会
長
の
池
田
潤
太
さ
ん
が
、

「
議
員
を
辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な

い
、
困
難
が
あ
る
と
フ
ァ
イ
ト
が
わ
く
と

言
っ
て
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
た
。
大

人
に
な
っ
た
ら
、
必
ず
投
票
に
行
き
た
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

近
藤
副
議
長
が
「
今
日
は
、
ふ
れ
あ
い

が
で
き
て
大
変
う
れ
し
い
。
学
校
に
入
っ

た
と
き
か
ら
元
気
な
挨
拶
を
し
て
も
ら
っ

た
。
挨
拶
を
率
先
し
て
で
き
る
と
い
う
こ

と
は
と
て
も
積
極
的
だ
と
い
う
こ
と
。
今

後
も
自
分
を
信
じ
て
地
域
に
貢
献
し
て
く

だ
さ
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

・
僕
た
ち
か
ら
の
質
問
に
し
っ
か
り
丁

寧
に
答
え
て
く
れ
た
こ
と
が
う
れ
し

か
っ
た
。　
　
　
　
（
中
山
徹
洋
さ
ん
）

・
自
分
た
ち
中
学
生
一
人
の
教
育
費
に

年
間
１
０
０
万
円
も
の
お
金
が
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
無
駄
に
し
な

い
よ
う
、
一
所
懸
命
勉
強
し
て
い
こ
う

と
思
っ
た
。　
　
　
（
安
藤
圭
哉
さ
ん
）

・
県
議
会
は
、
大
切
な
と
こ
ろ
だ
と
知
っ

た
。
傍
聴
席
か
ら
議
会
の
様
子
を
見
て

み
た
い
。　
　
　
　
（
阪
本
真
輝
さ
ん
）

・
香
々
地
の
よ
う
な
地
方
を
活
性
化
す

る
た
め
、
私
た
ち
で
も
で
き
る
こ
と
が

何
か
な
い
か
考
え
る
。（松

原
由
美
さ
ん
）

生

徒

の

声


